
中間報告書 

   令和 ５年 ９月 ６日現在 

１  事 業 名  ひきこもり、不登校を減らすための就労体験事業 

 

２ 実施期間  令和 ５年 ５月 ９日～令和 ６年 ２月 ２９日 

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要  

 ひきこもり、不登校を減らすことを目的とする。 

就労体験をすることで、自信がつき社会に出る一歩となる。一人一人が自信をつけ

るために、しゃべり場やソーシャルワーカーを入れての相談会も開く。 

また、子供の頃からの体験格差もあるため、小学生のお仕事体験実施に向けた準備

を行う。 

 

② 事業の流れ･進捗状況等 

＜実施したこと＞    

○就労体験、アルバイト体験  

・別紙のとおり 

・就労体験：実２人（倉敷市２人、ほか０人）、延 8 人 

・アルバイト体験：実 6 人（倉敷市 6 人、ほか０人）、延２７人 

 

○本人・保護者面談  

（8 月末までの回数・・・12 回）  

・5/23  

・6/30  

・7/1、7/4、7/11、7/12、7/18、7/25  

・8/5（2 人）、8/22、8/30  

・9/1 

○しゃべり場の開催  

・5/21(3 人) 

・6/18 (3 人) （事前打ち合わせを 6/15 に開催） 

・8/27(3 人、ソーシャルワーカー参加) 

 

○小学生のお仕事体験開催の為のネットワーク作り 

・8/26 

 参加人数：14 人 

市議会議員・元教師・休職中教師・NPO 団体理事・団体理事・不登校支援者・若者

ボランティア他 

 

＜今後、実施すること＞ 

上記取り組みの継続（週２～３回カフェ、月２～３回イベントなどでの就労体験）。 



倉敷市以外でのイベント参加。本人・家族面談やしゃべり場の開催。 

 

③ これまでの成果･効果、今年度事業終了後の成果･効果の見込み    

就労体験をした本人との面談から、「体験はよかった」、「これからも前向

きに頑張れそう」、「学校に行く回数が増えた」、「仲間と一緒にできること

で安心する」、「家族が喜んでいる」等の意見が聞けた。 

また、県民局との協働事業を契機にラジオ出演をし、広く参加者が得られる

よう事業を周知することができた。 

 

成果目標(1) 

目標・・・拠点となる倉敷市において、不登校・引きこもり傾向にある若者の 

参加を得て、社会参加の一助となす。 

指標・・・倉敷市内からの就労体験の参加人数 

 

成果目標(2) 

目標・・・倉敷市以外の備中圏域に取り組みを普及させる。 

指標・・・倉敷市以外の備中県民局管内からの就労体験のイベント参加人数 

 

成果目標(3) 

目標・・・小学生お仕事体験ワークショップの開催に向けての会議をする 

指標・・・上記目的の為のネットワーク作りの会議の開催（回数） 

 

 

 

 

④ 課題等  

 引きこもり傾向、不登校にある人は、自己肯定感が低い人が多く、経験不足なため自

信を無くしている。そこに関わるためには、マンパワーとエネルギーが必要である。関

わる人への研修なども必要である。自己の経験から支援者へとなっていければ良いと思

われる。 

他団体との連携が必要であるが、それぞれに余力がないようである。 

評価指標・測定方法 
数値目標 

当初 今年度 実績 

参加人数 延 150 人 延 200 人 実 8 人、延 35 人 

評価指標・測定方法 
数値目標 

当初 今年度 実績 

イベント参加人数 0 人 3 人 0 人 

評価指標・測定方法 
数値目標 

当初 今年度 実績 

実施回数を数える 0 回 1 回 1 回 



 

４ 参考事項・資料 

   収支精算書見込 

   写真（パワーポイント） 

   参考資料（就労体験実績、事業の実施状況） 

   チラシ 



事業の実施状況 

 

１ 就労体験 

別紙就労体験実績のとおり  

就労体験者：実２人（倉敷市２人、ほか０人）、延８人 

 

２ 本人・保護者面談 

・5/23 N・U 体験３（体験終）、アルバイトへの移行、体験よかった、これからも頑張れ 

そう、前向きに出来そう、就労移行支援に見学に行った 

・6/30 R・B 仕事をしたいが面接に落ちて自信を無くした。マンマカフェでなら働けそう。 

・7/1 T・N いつもはマルシェ準備、遅刻、事務手伝い。中 2になって学校に行く回数が 

増えた。週 1から週 3ぐらい 

・7/4 R・B 前回と同じ、ここでエネルギーを貯めたい 

・7/11 N・U カフェの仕事（清掃作業）頑張っている 

・7/12 T・I 新しく事業始める事を考えている、頑張れそう 

・7/18 N・U アルバイトとして頑張れている、休みが続いたが知り合い R・Bと一緒にで 

きたので安心した 

・7/25 R・B 後輩のN・Uが来たので教えることもあり自信になった 

・8/5 Y・U 時々しか来れないがここへ来て話をすることで元気が出る 

・8/5 T・K 仕事を 1週間でやめた 

・8/22 T・K マンマカフェでのアルバイト、少しゆっくりしたい 

・8/30 T・K マンマカフェでのアルバイトの確認 

・9/1 A・N Tの報告、100％の満足度あり、お母さんも喜んでいる、2学期の最初のテス

トを受ける、中学になって初めてテストを受ける 

 

３ しゃべり場 

・5/21 しゃべり場 参加者 A、Y、T それぞれの現状での困りごと 

・6/18 しゃべり場 参加者 A、Y、T 現状の困りごと 

・8/27 しゃべり場 参加者 A、Y、T SWが入っての会、これからのこの会の方向性の 

相談、公園に遊びに行く、今参加している人が支援者になり参加しづらい人を誘う、保険な 

どの準備をして車での送迎をする 

 

４ 小学生向けお仕事体験ワークショップ 

8/26 ネットワーク作り、14名参加、来年に向けて何か出来そう 



5月 回 5月 人 時間 5月 人

14 1 14 1 1 16 1

9 1 20 1 2 9 1

16 1 31 1 4 16 1

23 1 20 1

23 1

30 1

9 1

14 1

16 1

16 1

21 1

23 1

合計 4 3 7 12

6月 回 6月 人 時間 6月 人

3 1 12アルバイト体験 1 4 3 1

17 1 13アルバイト体験 1 2 6 1

20アルバイト体験 1 2 13 1

27アルバイト体験 1 2 17 1

3 1 3 20 1

27 1

15 1

18 1

合計 2 5 13 8

7月 回 7月 人 時間 7月 人

1 1 11 1 2 4 1

18 1 2.5 1 1

25 1 2 4 1

22 1 4 11 1

22 1 4 18 1

10 1 3 25 1

11 1 2.5

12 1 4

18 1 3

19 1 4.5

25 1 2.5

26 1 4

合計 1 12 38 6

8月 回 8月 人 時間 8月 人

5 1 1 1 4 1 1

16 1 3.5 5 1

22 1 4.5 8 1

23 1 2 22 1

29 1 4 29 1

30 1 4 27 1

5 1 2 26 1

合計 1 7 24 7

別紙：実績内訳

就労体験 アルバイト体験 支援スタッフ

内容 内容

就労支援(分福)

就労支援(うの花)

就労体験アルバイト

就労支援(マルシェ)

就労支援(分福)

就労支援(分福)

就労支援(分福)

就労支援スタッフ

就労支援(分福)

就労支援(うの花)

就労支援スタッフ

就労支援(分福)

就労支援(うの花)

就労支援(分福)

就労支援(うの花)

就労体験 アルバイト体験

アルバイト体験

就労支援(分福)

就労支援(分福)

就労支援(マルシェ)

就労支援(マルシェ)

アルバイト体験

就労支援(うの花)

就労支援(うの花)

アルバイト体験

就労体験

内容

就労体験 支援スタッフ就労体験アルバイト

就労体験アルバイト就労体験

就労体験

就労体験

アルバイト体験

内容

支援スタッフ

内容

就労支援(分福)

就労支援(分福)

就労支援(マルシェ)

内田さん付き添い

就労支援(分福)

若者の会

内容

就労支援スタッフ

アルバイト体験 支援スタッフ

アルバイト体験

就労支援(分福)

内田さん付き添い

内田さん付き添い

永瀬さん付き添い

面談打合せ

内容

就労体験

内容

就労体験

就労体験

就労支援スタッフ

就労支援(マルシェ)

就労支援(分福)

就労支援(分福)

就労支援(マルシェ)

就労体験

就労支援(分福)

就労支援(分福)

就労支援(分福)

支援スタッフ

内容 内容

就労支援スタッフアルバイト体験

内容

就労支援(うの花)

就労支援(分福)

就労支援(うの花)

就労支援(分福)

就労支援(うの花)

就労支援(分福)

内容

就労体験
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ランチメニュー例
選べるメイン ( 鯖の竜田揚げ、またはレンコンコロッケ )

新タマネギと春キャベツのコンソメスープ
わけぎのぬた 高菜とあげの炒め煮 ごはん 香の物

朝市 Lunch Sweets

安く・おいしく・安心して
楽しめるランチ

「令和5年度岡山県備中県民局提案型協働事業」採択されました。



季節の旬にこだわった、体にやさしい食事を、
倉敷美観地区や出張カフェ・朝市への出店な
どで提供しています。食材は、自家菜園のほか、
備中・高梁川流域での地産地消に力を入れて
います。

岡山県倉敷市中央2-13-3  住吉町の家 分福

出張カフェや企画・運営は、
マンマカフェにご相談ください。
※内容例…女子会やミニ同窓会など料理込で貸し切りたい。
　　　　…その他、出張店舗相談など　

「倉敷のかあさんマンマカフェ」
は不登校及びひきこもり傾向に
ある若者を応援、就労体験や
しゃべり場を支援しています。

出典：倉敷とことこ (https://kuratoco.com/bumbuku/)

Tel:090-4147-2695 (担当：坂ノ上)

毎週 火曜日 
住吉町の家 分福 
倉敷市中央２丁目 13-3

不定期 
玉島市民交流センター カフェWAON( 和音 ) 
倉敷市玉島阿賀崎 1丁目 10-1
※地域の交流の場

毎月 不定期 
倉敷商工会議所内 うの花食堂
倉敷市白楽町249-5
※地域交流の場

毎月　第 1・3土曜日 
倉敷路地裏マルシェ 
倉敷市中央2丁目 19-10
※不登校、ひきこもり傾向の若者の就労体験の場
※地域交流の場

※不登校、ひきこもり傾向の若者の就労体験の場
※地域交流の場

真備

玉島
倉敷

水島

児島

船穂

倉敷市中央
出張カフェ (週 1回 )

玉島市民交流センター
出張カフェ (週 1回 )

倉敷商工会議所内
出張カフェ (週 1回 )

その他
注文による弁当配達

(随時 )

@Mamma Cafe
Facebook

mammacafe_krashiki
Instagram






